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令和３年度 

第１２回和歌山市農業委員会議事録 

 

日 時  令和３年 ６月１０日（木曜日） １３時００分 開会 

場 所  和歌山市農業委員会会議室 

 

報告事項 農地法第３条の３第１項の規定による届出について 

報告事項 使用貸借権の解約通知について 

報告事項 農地法施行規則第２９条第１号の規定による届出について 

報告事項 認定電気通信事業者の行う中継施設等の設置について 

報告事項 農地法第４条第１項の規定による農地転用届出について 

報告事項 農地法第５条第１項の規定による農地転用届出について 

報告事項 農地法第４条受理通知書の返納について 

報告事項 農用地利用配分計画の認可について 

議案第１号 農用地区域除外に係る意見について 

議案第２号 農用地区域編入に係る意見について 

議案第３号 相続税の納税猶予に関する適格者証明願について 

議案第４号 農地法第３条の規定による許可申請について 

議案第５号 農地法第４条第１項の規定による許可申請に対する意見について 

議案第６号 農地法第５条第１項の規定による許可申請に対する意見について 

議案第７号 農用地利用集積計画について 

議案第８号 非農地通知について 

議案第９号 
「令和２年度の目標及びその達成に向けた活動の点検・評価」及び「令和３年度の

目標及びその達成に向けた活動計画」について 
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１３時００分 開会 

◆奥谷局長 それでは、第１２回農業委員

会総会を開催いたします。なお、本日の総

会も前回（第１１回総会）と同様、総会時

間の短縮を図るため、報告事項を割愛させ

ていただき、議案の審議から始めさせてい

ただきます。ご理解、ご協力をよろしくお

願いします。 

それでは、谷河会長よろしくお願いします。

◆会長（谷河 績） ただいまより、第１

２回農業委員会総会を開会いたします。 

 出席委員は１９名中１７名で、定足数に

達しておりますので、総会は成立していま

す。 

去る５月２８日、藤田委員、土橋委員、

岩橋章委員、吉川委員によりまして現地調

査並びに事情聴取が行われています。後ほ

ど報告方よろしくお願いします。 

なお、古川委員、中尾委員から都合によ

り欠席したい旨、ご連絡がありましたので、

ご報告いたします。 

また、農業委員会会議規則第１７条第２

項に規定する議事録署名委員は、藤田委員、

土橋委員にお願いします。 

 それでは議案の審議から始めさせていた

だきます。 

議案第１号 農用地区域除外に係る意見

について、提案いたします。 

◆農林水産課（内田主任） 番外、説明い

たします。 

 本件は、農業振興地域の整備に関する法

律第１３条第１項の規定に基づき、同法施

行規則第３条の２第２項の規定により、農

業委員会のご意見をお聴きするものです。 

全３件のうち、除外について２件、編入に

ついて１件の申出があり、Ｐ.３ に、位置

図を示しております。除外の２件について、

一括して説明させていただきます。 

申出地１について説明させていただきます。 

参考資料のＰ.４からＰ.１０をご覧くださ

い。Ｐ.４にありますように申出地１は、

赤色で着色し示しており、岡崎地区に位置

しております。Ｐ.４からＰ.６の青色で着

色している代替地は、申出地以外で代替す

ることができないか検討した土地を示して

います。また、申出時に受領した代替地検

討書をＰ.７ に添付しております。Ｐ.８

には、申出地を四方から撮影した写真を、

Ｐ.９には、農用地区域の広がりを、Ｐ.１

０には、関係各課の意見を示し、添付して

おります。参考にご覧ください。申出の経

緯について説明させていただきます。利用

者は、現在従業員が・・・名で、・・・を

営んでおり、本社工場では・・・などを製

造していますが、事業が好調で既存施設で

は手狭となっているため、製造ラインを増

設するなど事業拡張を行いたいとのことで

す。利用者は、現事業所の近隣の協力会社

約１００件に最終工程である個包装の作業

を外注していることから、現在の生産体制

を確保するためには、現事業所の近くに増

設することが必須とのことで、この土地を

選定したとのことです。なお、申出地は、

北側及び南側に農地、西側に山林、東側に

市道、水路を挟んで農地に隣接した農地と

なっています。 

近隣の農業等への影響については、地元自

治会及び水利組合等に対し説明を行い、隣

接農地所有者から同意も得ています。 

市としては、周辺農地の営農に及ぼす影

響はなく、また、本市と利用者は従業員雇

用に関する立地協定を締結しており、本市
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の雇用を促進し、産業活性化における地域

振興が図れる側面もあるため、農用地区域

から除外することが相当であると考えるも

のです。申出地２について説明させていた

だきます。参考資料のＰ.１１からＰ.１７

をご覧ください。Ｐ.１１にありますよう

に申出地２は、赤色で着色し示しており、

和佐地区に位置しております。Ｐ.１１ 

からＰ.１３の青色で着色している代替地

は、申出地以外で代替することができない

か検討した土地を示しています。また、申

出時に受領した代替地検討書をＰ.１４ 

に添付しております。Ｐ.１５には、申出

地を二方向から撮影した写真を、Ｐ.１６

には、農用地区域の広がりを、Ｐ.１７に

は、関係各課の意見を示し、添付しており

ます。参考にご覧ください。申出の経緯に

ついて説明させていただきます。利用者の

一人は、土地所有者の子にあたり、昨年末

子どもを出産し一時的に実家の離れで暮ら

していますが、家族が増えたことで手狭と

なっているため、両親が住む実家に近い場

所に新居を増築したいとのことです。また、

利用者が申出地に住むことにより、土地所

有者の高齢に伴う不安及び今後の営農に伴

う不安等を解消することができるとのこと

です。なお、申出地は、北側に宅地、東側

及び南側に農地、西側に里道を挟んで雑種

地に隣接した農地となっています。 

市としては、周辺農地の営農に及ぼす影

響はなく、農用地区域から除外することが

相当であると考えるものです。 

以上の除外に係る２件について、農業振

興地域の整備に関する法律第１３条第２項

に掲げる第１号から第５号までの要件のす

べてを満たすと判断し除外を行おうとする

ものです。 

なお、第１号から５号の要件については、 

１申出地以外に代替すべき土地がないこと 

２農業上の効率化かつ総合的な利用に支障

を及ぼすおそれがないこと 

３農用地の利用集積に支障を及ぼすおそれ

がないこと 

４土地改良施設の有する機能に支障を及ぼ

すおそれがないこと 

５農業生産基盤整備事業完了後８年を経過

しているものであることとなっています。 

なお、議案第１号Ｎｏ．２は、議案第２

号農用地区域編入に係る意見について、Ｎ

ｏ．１と関連があります。また、Ｎｏ．１

については、現地調査並びに事情聴取を行

っておりますので、担当の委員さんからご

報告があります。以上です。 

◆会長（谷河 績） Ｎｏ．１につきまし

て、現地調査並びに事情聴取を行っていま

すので土橋委員さん報告願います。 

◆７番（土橋ひさ） Ｎｏ．１について説

明します 

 当申請について、５月２８日に、吉川委

員、土橋、事務局職員、市農林水産課職員

と共に現地調査並びに事情聴取を実施しま

した。農用地区域除外後は、農地転用許可

申請を行う予定となっており、転用実行予

定者は・・・を営む法人であり、転用目的

は倉庫、作業場、事務所とのことです。転

用計画の概要は、主製品である貼り合わ

せ・・・の需要増加により、本社工場の製

造ラインの生産能力が限界に近付きつつあ

り、新たな製造ラインの増設が必要となり

適地を探していました。 

当該地選定理由は、製品を個装された商品

として仕上げるために、工場近隣の人 
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約・・・人を内職として委託しており、転

用実行予定者の財産にもなっております。 

新工場建築後も同様の取引を続けていくた

めには選定地が本社工場の近隣地でなけれ

ば意味がなく、本申請地を選定しました。

近隣でなければ市外、県外への移転も考え

なければならないということです。自治会、

水利組合との話し合いも行い、それらの要

望も取り入れてあるとのことです。農林水

産課からの説明にもありましたように、和

歌山市の雇用もはかれるということです。 

これらのことにより、農業従事者の就業機

会の増大に寄与する施設になりますので、

第１種農地の不許可の例外に該当すると思

われます。 

 以上のことから、農用区域除外は相当で

あると考えますが、皆様の慎重なご審議を

よろしくお願いいたします。 

◆会長（谷河 績） ありがとうございま

した。議案第１号について、説明が終わり

ましたが、この議案について、何かご意見、

ご質問ございませんか。 

「異議なし、との声」 

ご意見、ご質問がないようでございますの

で、議案第１号に対する意見は、「やむを

得ない」とさせていただきます。 

議案第２号 農用地区域編入に係る意見

について、提案いたします。 

◆農林水産課（内田主任） 番外、説明い

たします。 

 本件は、農業振興地域の整備に関する法

律第１３条第１項の規定に基づき、同法施

行規則第３条の２の第２項の規定により、

農業委員会のご意見をお聴きするものです。 

お手元の資料、農用地区域除外及び編入参

考資料（位置図）をご覧ください。編入に

ついて、１件の申出があり、Ｐ.３ に、位

置図を示しております。 

申出地３について説明させていただきま

す。参考資料のＰ.１１ をご覧ください。

申出地３は、赤色で着色し示しており、和

佐地区に位置しております。Ｐ.１６  

には、農用地区域の広がりを、Ｐ.１８に

は、申出地を二方向から撮影した写真を、

Ｐ.１９には、関係各課の意見を示し、添

付しております。参考にご覧ください。 

申出の経緯について説明させていただきま

す。先ほど説明させていただきました、議

案第 1号Ｎｏ．２と関連があります。以前

申出地２の利用者から、住宅を建築するこ

とを目的に当該地の農用地区域除外の申出

があり、令和２年１２月１４日付で農用地

区域除外を行いました。その後、住宅建築

のため開発許可及び農地転用許可を取得し、

工事着手にかかろうとしていた際に、近隣

と大きな支障が生じたため、事業の遂行が

困難となりました。そのため、事業を断念

し、引き続き農地として営農を継続するた

め、農用地に編入したいとの申出がありま

した。 

市としては、今回の編入に合理的理由が

あると判断し、農用地区域に編入すること

が相当であると考えます。 

以上、編入に係る１件について、農業振

興地域の整備に関する法律第１０条第３項

第５号の要件を満たすと判断し、編入を行

おうとするものです。以上です。 

◆会長（谷河 績） 議案第２号について、

説明が終わりましたが、この議案について、

何かご意見、ご質問ございませんか。 

「異議なし、との声」 

ご意見、ご質問がないようでございますの
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で、議案第２号に対する意見は、「やむを

得ない」とさせていただきます。 

 議案第３号 相続税の納税猶予に関する

適格者証明願について、提案いたします。 

◆藤田班長 番外、説明いたします。 

本件は、租税特別措置法第７０条の６第

１項の規定による相続税納税猶予に関する

適格者証明書の申請が２件あったものです。 

各相続人から、耕作を継続する旨の誓約書

が添付されております。以上です。  

◆会長（谷河 績） 議案第３号について、

説明が終わりましたが、この議案について、

何かご意見、ご質問ございませんか。 

「異議なし、との声」 

ご意見、ご質問がないようでございますの

で、議案第３号は可決と決定しました。 

 議案第４号 農地法第３条の規定による

許可申請について、提案いたします。 

◆肥田主査 番外、説明いたします。 

 本件は、農地法第３条の規定に基づく許

可申請で７件ありました。調査の結果、耕

作等に支障がないこと、当該農地の権利を

取得しようとする者は、下限面積要件を満

たし、その取得後において全ての農地を効

率的に耕作し、農作業に常時従事すると認

められるなど、農地法第３条第２項各号に

は該当しないため、許可要件の全てを満た

しています。なお、Ｎｏ．１はこれまで小

作権設定で耕作していたところ、今回贈与

にいたりました。Ｎｏ．３は使用貸借権の

更新です。Ｎｏ．４は親族間の贈与です。

Ｎｏ．７は譲受人の耕作農地に隣接する狭

小農地の贈与です。以上です。 

◆会長（谷河 績） 議案第４号について、

説明が終わりましたが、この議案について、

何かご意見、ご質問ございませんか。 

「異議なし、との声」 

ご意見、ご質問がないようでございますの

で、議案第４号は可決と決定しました。 

 議案第５号 農地法第４条第１項の規定

による許可申請に対する意見について、提

案いたします。 

◆肥田主査 番外、説明いたします。 

 申請地は安原地区・・・、交通センター

前駅から南へ約・・・ｍに位置し、おおむ

ね３００ｍ以内に鉄道の駅があるため第３

種農地に該当します。周辺の住宅地には十

分な駐車スペースがなく、駐車スペースの

需要があるため、申請地を露天貸駐車場と

して転用申請するものです。なお、一般基

準を満たしています。以上です。 

◆会長（谷河 績） 議案第５号について、

説明が終わりましたが、この議案について、

何かご意見、ご質問ございませんか。 

「異議なし、との声」 

ご意見、ご質問がないようでございますの

で、議案第５号は可決と決定しました。 

 議案第６号 農地法第５条第１項の規定

による許可申請に対する意見について、提

案いたします。 

◆肥田主査 番外、説明いたします。 

 Ｎｏ．１申請地は、東山東地区・・・、

東山東小学校から南約・・・ｍに位置し、

市街地に近接する区域内でその規模がおお

むね１０ｈａ未満のため第２種農地に該当

します。申請人は現在両親と兄を含む・・

・で住んでいるところ、子供の成長により

手狭になることが予想されるため、実家に

隣接する申請地に新たに住宅を新築するた

め転用申請するものです。使用貸借権設定

です。 

Ｎｏ．２申請地は、安原地区・・・、紀
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北支援学校から北東約・・・ｍに位置し、

おおむね１０ｈａ以上の規模の一団の農地

の区域内にあるため第１種農地に該当しま

すが、公益性が高い事業の用に供するもの

にあたるため、不許可の例外に該当します。

申請人は・・・であり、申請地から約８０

０ｍのところで・・・を目的とした事業を

行っています。今回、本人やそのご家族の

高齢化が進むなかで、住み慣れた地域での

生活を継続することができるようにするこ

とを目的に、申請地をグループホームとし

て利用するため、転用申請するものです。

使用貸借権設定です。 

Ｎｏ．３申請地は、西山東地区・・・、

吉礼駅から東約・・・ｍに位置し、おおむ

ね５００ｍ以内に鉄道の駅があるため第２

種農地に該当します。申請地の隣接地で・

・・を営んでおり、利用者が増えてきたた

め、拡張するため転用申請するものです。 

Ｎｏ．４申請地は、岡崎地区・・・、岡

崎小学校から南東約・・・ｍに位置し、市

街地に近接する区域内でその規模がおおむ

ね１０ｈａ未満のため第２種農地に該当し

ます。申請人は・・・を営む法人で、住環

境が良く、住居地として最適な申請地を分

譲住宅として利用するため、転用申請する

ものです。 

Ｎｏ．５申請地は、安原地区・・・、智

辯学園和歌山から北約・・・ｍに位置し、

市街地に近接する区域内でその規模がおお

むね１０ｈａ未満のため第２種農地に該当

します。譲受人は・・・を営む法人で、申

請地北側で・・・を営んでおり、今回申請

地を既存太陽光発電設備への進入路及びに

追加の太陽光発電設備として利用するため、

転用申請するものです。 

Ｎｏ．６申請地は、西和佐地区・・・、

和歌山インターから南約・・・ｍに位置し、

おおむね３００ｍ以内に高速道路等の出入

口があるため第３種農地に該当します。申

請人は申請地の北側隣接地で・・・を営む

法人であり、事業規模拡大により現在の土

地だけでは手狭になってきたため、申請地

を従業員並びに保管用の駐車場として利用

するため転用申請するものです。 

Ｎｏ．７申請地は、紀伊地区・・・、と

うようこども園から西約・・・ｍに位置し、

おおむね１０ｈａ以上の規模の一団の農地

の区域内にあるため第１種農地に該当しま

すが、集落に接続される住宅その他日常生

活上又は業務上必要な施設であり、不許可

の例外に該当します。実家に近い申請地に

新たに住宅を建築するため転用申請するも

のです。これらの案件は一般基準を満たし

ています。また、Ｎｏ．２、４、５につい

ては現地調査ならびに事情聴取を行ってお

ります。本案件については担当の委員さん

から報告があります。以上です。 

◆会長（谷河 績） Ｎｏ．２及びＮｏ．

４につきまして、現地調査並びに事情聴取

を行っていますので岩橋章委員さん報告願

います。 

◆１４番（岩橋 章） Ｎｏ．２及びＮｏ．

４について報告します。 

去る５月２８日に私と藤田委員、農業委

員会事務局とで、申請地を確認し、また申

請者に対して聴取を行いました。 

 最初にＮｏ．２について報告します。 

申請地は議案書のとおりです。転用目的

は・・・の・・・です。農地の区分は第１

種農地でありますが、１種の例外許

可、・・・に供する施設に該当します。転
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用実行者は和田に本拠を置く・・・を営む

法人です。・・・設立で、・・・を持つ利用

者の方に、生活介護や軽作業を実施してい

ます。現在・・・名が在籍しています。申

請に至った理由ですが、多くの・・・の家

族の方々の要望であり、今後の生活拠点と

して、・・・の整備が急務であり不可欠で

あると考え、当事業を計画したとのことで

す。また、申請地は譲受人が所有する既存

施設から徒歩１５分の距離にあり、利用者

の８割が近くの・・・の卒業生であるため、

利用者の方々になじみのある地域です。転

用の内容ですが、・・・平屋建て２棟（１

棟５人）、駐車場２３台（職員８名、利用

者の家族など）、夏祭りなどの祭事や軽ト

ラ市などを行う広場を整備します。完成予

定日は令和４年６月末頃予定とのことです。

必要経費は・・・円であり、全て・・・で

まかないます。隣接農地の所有者及び土地

改良区の同意も得ております。 

以上のことから、特に問題はないかと思

いますが、皆様の慎重なご審議をお願いし

ます。 

次にＮｏ．４について報告します。申請

地は議案書のとおりです。転用目的は分譲

住宅です。農地の区分は第２種農地であり

ます。転用実行者は・・・に本拠を置

く・・・を営む株式会社です。・・・設立

で、従業員は・・・名、年間の売上

は・・・円です。申請に至った理由ですが、

南インターができて交通が便利になり、ま

た周りが静かで住居として最適であり、住

宅の需要が多いとのことです。申請地の進

入路にあたる場所に既存の住宅があり、そ

のことについて事情聴取をすると、現在地

の場所に別の家を新築中であって、７月初

旬には転居できるとのことで、事業の進行

に支障はないとのことでした。転用内容で

すが、１２戸の分譲住宅を整備します。完

成予定日は令和３年１１月末頃予定とのこ

とです。必要経費は土地込みで約・・・円

ですが、全て自己資金でまかないます。隣

接農地の所有者及び土地改良区の同意も得

ております。 

以上のことから、特に問題はないかと思

いますが、皆様の慎重なご審議をお願いし

ます。 

◆会長（谷河 績） ありがとうございま

した。次に、Ｎｏ．５につきまして、現地

調査並びに事情聴取を行っていますので藤

田委員さん報告願います。 

◆５番（藤田城司） Ｎｏ．５について説

明させていただきます。 

 令和３年５月２８日に岩橋委員、事務局

と私で現地調査及び事情聴取を申請人、施

設管理業者、測量業者、行政書士の４名よ

り行いました。申請地は、第２種農地で面

積は１，２４４㎡ 転用目的は太陽光発電

です。転用実行者の申請会社の内容です

が、・・・設立、資本金・・・円、従業

員・・・名、年間売上・・・円、事業内容

は、・・・をはじめ各種・・・などを行っ

ています。転用に至った理由ですが、平成

３０年、申請地北側の土地において台風に

よる自然災害により山腹に位置する申請人

の発電事業地から山裾の耕作地に土砂崩れ

が起き耕作が困難な状況となりました。ま

た、耕作者が高齢になりつつあったので土

地所有者より土地の購入の申し出を受

け、・・・年にこの土地を所得し太陽光発

電施設を建設しました。既存施設のメンテ

ナンスについては、北側山腹の事業地より
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侵入し行ってきましたが、その道は急傾斜

地であり点検交換用の資材、工具などを持

ちながらの行き来は危険で困難なものでし

た。このような状況で安全に施設内に通行

する方法を模索していたところ、施設南側

に隣接する申請地が道路に接しており地権

者に購入の申し出をしましたところ、地権

者は後継者の面からも耕作にも不安を感じ

ており、全筆の購入を希望していました。

申請地が既存の太陽光施設に隣接しており

課題であった管理用道路と、他の土地で新

たに太陽光発電施設を建設することより費

用や効率において大きく秀でているという

ことで太陽光発電施設を建設することとし

ました。排水に関しましては従来通り自然

浸透と隣接する水路へ接続します。事業に

関する、土地購入費、工事代金は・・・で

まかなうとのことです。申請地は、権利移

転完了後、すみやかに着工して、令和３年

１０月３１日までに完成させる意向です。

施設の維持管理につきましては施設管理業

者が行い、雑草処理については、年に２～

３回実施するとのことです。近隣の農家の

方には説明を済ませており、周囲の営農関

係に悪い影響を及ぼす懸念が少ないと思い

ます。 

 以上のことから当許可申請について、特

に目立った問題は見当たらないと思います

が、委員の皆様方の慎重なご審議をよろし

くお願いします。 

◆会長（谷河 績） ありがとうございま

した。議案第６号について、説明が終わり

ましたが、この議案について、何かご意見、

ご質問ございませんか。 

◆１５番（丸山 勝） 設置業者は、・・

・ですか。 

◆５番（藤田城司） そうです。 

◆会長（谷河 績） 何かご意見、ご質問

ございませんか。 

「異議なし、との声」 

ご意見、ご質問がないようでございますの

で、議案第６号は可決と決定しました。 

議案第７号 農用地利用集積計画につい

て、提案いたします。 

◆西森主査 番外、説明いたします。 

 本件は、農業経営基盤強化促進法第１８

条第１項の規定による農用地利用集積計画

に基づく利用権の設定で、新規の契約が１

３件ございました。すべてが使用貸借権の

設定で、貸借期間は議案書のとおりです。 

また、Ｎｏ．１からＮｏ．９については、

農業委員会による利用権の新規設定、Ｎｏ．

１０からＮｏ．１３については、農地中間

管理事業による新規の設定です。面積は、

田が２３，３６４㎡、畑が７７０㎡、合計

面積が２４，１３４㎡です。 

また、うち農地中間管理事業による設定

が４件あり、面積は田が１１，０４９㎡で

す。なお、Ｐ.３９のＮｏ．９については

新規就農となり、現地調査ならびに事情聴

取を行っておりますので担当の委員さんよ

り報告があります。以上です。 

◆会長（谷河 績） Ｎｏ．９につきまし

て、現地調査並びに事情聴取を行っていま

すので吉川委員さん報告願います。 

◆１８番（吉川松男） Ｎｏ．９について

説明いたします。 

５月２８日、土橋委員と私ほか事務局職

員で現場検証と事情聴取を行いました。 

申請地は、地目、田、和歌山市・・・に

ある２筆で、合計１，０９０㎡です。新規

就農と利用権設定の申し出がありました。
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申請人は住所が・・・にありますが、現

在・・・で・・・にある・・・に住んでい

るとの事です。申請人は、申請地近くにあ

る・・・に勤務しており、長年の営農経験

があります。申請地には米作りを予定して

います。また農業機械一式は、現在勤務し

ている・・・でレンタルするそうです。な

お、将来は耕作面積 1ｈａを目安に拡大し、

設備の充実も図ってまいります。いずれは、

独立して営農に努めたいそうです。 

特に問題はないと思いますが、皆様方の

ご審議をよろしくお願いいたします。 

◆会長（谷河 績） ありがとうございま

した。議案第７号について、説明が終わり

ましたが、この議案について、何かご意見、

ご質問ございませんか。 

「異議なし、との声」 

ご意見、ご質問がないようでございますの

で、議案第７号は可決と決定しました。 

 議案第８号 非農地通知について、提

案いたします。 

◆中谷主査 番外、説明いたします。 

 本件については、国からの通知である「

農地法の運用について」第４（３）の規定

に基づき、農地法第２条第１項に規定する

農地に該当しないと判断するものです。 

令和３年３月１８日、小倉地区下三毛、

上三毛、東田中（２３件、３７筆）で吉川

委員、高倉推進員と、令和３年３月２３日、

同年４月２３日、東山東地区永山、大河内、

平尾（１９件、２５筆）で矢田推進員と現

地調査を行ったものです。非農地通知書の

交付基準に基づき、対象であると認められ

る農地の所有者に対し非農地判断に係る事

前通知を行ったところ、非農地通知依頼書

７件の提出がありました。面積は、田が１

筆、２６８㎡、畑が９筆、７，４００㎡で、

計１０筆、７，６６８㎡になります。Ｎｏ．

１からＮｏ．７について、非農地通知書の

交付基準、農業的利用を図るための条件整

備（基盤整備事業の実施等）が計画されて

いない土地であって、２０年以上前から森

林の様相を呈しているなど、農地に復元す

るための物理的な条件整備が著しく困難な

場合の条件を満たしていると思われます。 

 なお、各地区の土地改良区・水利組合等

と協議済です。以上です。 

◆会長（谷河 績） 議案第８号について、

説明が終わりましたが、この議案について、

何かご意見、ご質問ございませんか。 

「異議なし、との声」 

ご意見、ご質問がないようでございますの

で、議案第８号は可決と決定しました。 

 議案第９号 「令和２年度の目標及びそ

の達成に向けた活動の点検・評価」及び「

令和３年度の目標及びその達成に向けた活

動計画」について、提案いたします。 

◆藤田班長 番外、説明いたします。 

 ・「令和２年度の目標及びその達成に向

けた活動の点検・評価」及び「令和３年度

の目標及びその達成に向けた活動計画」に

ついて 

 本件について、農業委員会は、毎年、活

動の点検・評価及び目標とその達成に向け

た活動計画の策定を行い、公表するものと

なっています。まず、令和２年度の点検・

評価ですが、Ｐ.１は本市の農業の概要、

農業委員の人数等を示しています。Ｐ.２

は担い手への農地の利用集積・集約化です

が、中ほど２の令和２年度は担い手への農

地の集積実績は累計で３５１ｈａ、目標の

面積の５４８ｈａを下回る結果となりまし
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た。今後、関係機関とのさらなる連携と活

動強化が必要です。Ｐ.３は新規参入の促

進ですが、中ほど２の令和２年度は、市内

新規就農を含め１２経営体、３．５ｈａの

参入実績があり、目標の７経営体、２ｈａ

に対し、大きく達成することができました。

Ｐ.４は遊休農地についてですが、本市で

は５８ｈａの遊休農地を確認しています。

また、２の令和２年度の実績は解消目標の

１ｈａに対し１．７５ｈａの遊休農地を解

消しました。目標は達成しましたが、新た

な遊休農地も確認されているため、今後、

さらなる解消対策が必要です。Ｐ.５は違

反転用への対応ですが、２の令和２年度は

１．４１ｈａの実績です。農業委員会、県

との連携により解消に向け指導しました。

違反転用防止の啓発、監視活動、早期発見

・指導に努めました。Ｐ.６は農地法第３

条事務、農地転用事務の処理件数、Ｐ.７

は農地所有適格法人の報告件数、農業委員

会の情報提供等の実績、Ｐ.８は事務の実

施状況の公表等について、示しています。

続いて、令和３年度の目標ですが、Ｐ.９

は本市の農業の概要、農業委員の人数等を

示しています。Ｐ.１０、上段は担い手へ

の集積・集約化で、２の令和３年度の集積

目標は５４２ｈａで、うち新規の集積目標

は２５ｈａとしています。担い手への集積

活動により利用権設定面積の拡大、また、

農地の貸借制度について積極的なＰ.Ｒ活

動に努めます。下段は、新規参入の促進で

すが、関係機関と連携し、広く情報を収集

し、新規参入は７経営体、２ｈa を目指し

ます。Ｐ.１１の遊休農地についてですが、

８月の一斉農地パトロール、また随時の現

地調査を行い、１ｈａの遊休農地解消を目

指します。下段の違反転用については、引

き続き県と連携し、解消に向けた指導、違

反転用防止の啓発、監視活動の強化、早期

発見、早期指導に努めます。なお、本件の

この別紙については、本総会承認後、市役

所のホームページにて公表を行います。以

上です。 

◆会長（谷河 績） 議案第９号について、

説明が終わりましたが、この議案について、

何かご意見、ご質問ございませんか。 

◆１７番（坂東紀好） 農地利用最適化推

進委員の定数と実数の解釈はどういうこと

ですか。 

◆藤田班長 番外、説明いたします。 

 条例で定められているのが定数で、実際、

選任されているのが実数です。 

◆会長（谷河 績） 何かご意見、ご質問

ございませんか。 

「異議なし、との声」 

ご意見、ご質問がないようでございますの

で、議案第９号は可決と決定しました。 

◆会長（谷河 績） その他、何かござい

ませんか。 

「なし、との声」 

 それでは、ご質問がないようでございま

すので第１２回総会を閉会いたします。 

１３時５５分 閉会 


